























































さいと捉え、在庫管理コストを発注量によるテイラー展開した。1 次近似の項は 0 のため、
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製造部⾨への配分は⾏列法(matrix methods )をめぐって 1960 年代に多くの研究成果が発表


















































(ア) 増加コストについては以下の 3 つの観点から 
は実際の発注量𝑥と最適発注量𝑥"の差は⼩さいと捉え、 (1)式を発注量 x によるテイラー展
開をする。 
 
𝑇𝐶 𝑥 = 𝑇𝐶 𝑥" + 𝑇𝐶′ 𝑥" 𝑥 − 𝑥" + 4,55 .61 𝑥 − 𝑥" 1+ 4,555 .67 𝑥 − 𝑥" 8… (2) 
 
𝑇𝐶′ 𝑥" は 0 のため、第 3 項をペナルティコストとする。 
 




とが妥当かどうか実際の業務フローからも確認する(図 3) (淺⽥ 2004)。 
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𝑂𝐶 = +,-.6 + +,-.6 − (+,-. + +,-.6; 𝑥 − 𝑥" 1)   (4) 𝐶&𝐶𝜔 + ,0,.1 − +,-.6; 𝑥-𝑥" 1               	 (𝑥 ≤ 𝑥")      𝐶&𝐶𝜔 + ,0,.1 − 2 +,-.6 − +,-. + +,-.6; 𝑥 − 𝑥" 1 − +,-.6; 𝑥 − 𝑥" 1					(𝑥 ≥ 𝑥")	
 
 








注量 433 の場合の実際コスト(AC)4,619 と(4)式のコスト(CC)6,851 の差額 2,322 の中⾝
は、①	2 +,-.6 − +,-. + +,-.6; 𝑥 − 𝑥" 1 = 845×2、② +,-.6; 𝑥 − 𝑥" 1 = 	542となる(図５)。 
 
 
図 5：最適発注量 333、実際発注量 433 の場合の差額 
前述の通り、発注コストが最⼩となるとき、在庫管理コストも最⼩となればよい。(1)式の
コストと発注数量の関係と(4)式のコストと発注数量の関係を⽐較すると、同じ発注数量の
ときに(1)式、(4)式共に最⼩コストになっている (図 6)。 
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